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ヘス教授の御逝去を悼む

　米フ・リダ州立大学教授（気象学）ヘス博士（Seymour

L．Hess）は本年1月15日，病のため同大所在タラハシ

ーのメモリアルメディカルセンターで永眠された．享年

61．

　教授は世界的に有名な気象学者で，その著“lntrodu－

ction　to　Theoretical　Meteorology”は標準的な教科書の

1つとしてよく知られている．ニューヨークのブルック

リンにうまれ，ブルックリン・カレッジをへてシカゴ大

学で，M．S．およびPh．D．をえられた．いわゆるシカ

ゴ学派の初期の一人としてジェット気流の発見・解明に

大ぎな貢献をされ，その後新設のフ・リダ州立大学気象

学部にむかえられた．同大では新設学部の発展，学生の教

育に力をつくされると共に，惑星の気象学，特に火星の

それの研究に没頭された．この間，火星をめざすアメリ

カのViking計画の気象班リーダーをつとめられ，その

功により1977年，アメリカ気象学会よりViking　Flight

Team　Special　Awardを，またNASAよりメダルを授

けられた．フロリダ州立大では気象学部長（同大では

Chairpersonといっている）の任にあられた．

　筆者は1954年，いわゆるフルブライト留学で同大気象

学部大学院に入学，博士の講義をうけた．海洋学が専

攻だったが気象も必須だったのである．白せき長身の先

生はPhysical　Meteorologyを担当された．当時，気象

学部は部長バウム（Wemer　A．Baum）の下にヘス，気

象力学のシャーマン（Leon　Sheman），解析のラスール

（N．E．LaSeur），気候のグリースン（Thomas　A．Gleeson）
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　火星の地図を示すヘス教授（フ・リダ州立大学の

1980年版案内による）．

と，30をやっと出たばかりのおもにシカゴとUCLA出

の新進気鋭の教授をそろえ，清新の気にあふれていた．

日本と同じようにアメリカでも気象学や海洋学の講座は

もと物理，天文の教室に属していたが第二次大戦中にこ

れが独立の学部，教室になり東のシカゴ大ではC．一G．

R・ssby，西のucLAではJ・岡erknes指導のもとに多

くの優秀な人材をうんだ．ヘス教授の講義は現象の物理

的意味，説明を重視し，too　mathematicalともいえる

故シャーマン教授のDynamical　Met．と対照的であっ

た．‘‘Richardsonの失敗”から始まる数値予報のユニー

クな特別講義も忘れられない．わが国で同教授の指導を

受けた気象学者，海洋学者も数多い．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（半澤　正男）
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